
◆今年度の特徴◆
• オンライン（Zoom）で3回開催
• 各回別テーマにて実施（複数回参可）
• 動画教材とすぐに使える指導案を
使った授業の展開例を具体的に紹介

• 投票機能やQ＆A機能により、参加者の
質問・疑問に回答

• 教育委員会・学校が実践している取組
を紹介

※オンライン研修に参加することで、指導
の参考になるかもしれません。

■当日プログラム（予定）
文部科学省
あいさつ
（5分）

本セミナーに関するご説明及びご挨拶

実践事例
(30分×2地域)

実践事例
各モデル地域にて実践した授業の内容及び成果・課題等に関する取組等の実践事例紹介 等
【モデル地域：実践事例テーマ】
埼玉県：デジタル・シティズンシップ教育の推進~スキルとコミュニケーションのバランスの取れた授業実践に向けて~
徳島県：デジタル教材を使った個別最適な情報モラル学習の実現

ディスカッ
ション
（25分）

新しい情報モラル教育への取組
各モデル授業実践者、有識者によるパネルディスカッション
参加者からの投票機能による参加やQ＆A機能による質問を、リアルタイムで受付

日時 令和4年11月21日（月）16:00～17:30
第2回テーマ 新しい情報モラル教育への取組 （本テーマに基づきディスカッション）

実践事例

●埼玉県教育員会
実践校：久喜市立久喜小学校
アドバイザー：柏市立手賀東小学校 校長 佐和 伸明

●徳島県立総合教育センター
実践校：上板町立高志小学校
アドバイザー：山口大学 准教授 阿濱 茂樹

対象 各学校での情報モラル教育や生徒指導にかかわる教員、教育委員会、教育研修センター
の情報モラル担当指導主事のほか、学校関係者であればどなたでもご応募いただけます

定員 各回 定員1,000名 ※定員になり次第、締め切りとさせていただきます

申込 下記の申込フォームよりお申込みください（参加費無料）
https://forms.gle/rSRoiPFcRogR3feX6 （事前申込が必要です）→

文部科学省委託「GIGAスクールにおける学びの充実（情報モラル教育推進事業）」

情報モラル教育指導者セミナー

■第2回セミナーのご案内

第2回

「タブレットを活用した学習活動につ
いて考えよう」

教材㉑ SNS等のトラブル，適切
なコミュニケーション

（小5～中1）文部科学省
mextchannel

「情報モラル学習サイト」

https://www.mext.go.jp/moral/#/

※第3回開催予定 ＜時期＞令和5年1月下旬～2月上旬頃 ＜テーマ＞自治体による実践事例紹介②

子どもたち自身が責任をもってネット社会に参画し、自ら考え問題を解決しながら、
新たな情報社会を創造するための、1人1台時代の情報モラルの在り方について

皆さんで考えてみませんか。

※第1回：令和4年10月26日（水）開催「情報モラル教育の授業実践」
映像・資料アーカイブはこちら https://nttls-edu.jp/moral2022/
（アーカイブ閲覧用 ユーザID：moraluser パスワード：Moralarc）

※当日の様子は「eスクール ステップアップ・キャンプ2022」においても令和4年11月25日（金）11:45よ
り配信いたします。視聴に関しましては近日下記のホームページより周知がございますので、ご確認ください。

eスクール ステップアップ・キャンプHP（http://eschool.javea.or.jp/) →

https://forms.gle/rSRoiPFcRogR3feX6
https://www.mext.go.jp/moral/#/
http://eschool.javea.or.jp/
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